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果樹共済
◆
果
樹
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　
近
年
、夏
場
の
猛
暑
や
台
風
の
大
型
化

な
ど
異
常
気
象
の
影
響
や
、中
山
間
部
の

獣
害
に
よ
り
果
樹
の
被
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
。果
樹
共
済
で
は
気
象
災
害
等
の
被

害
に
よ
る
損
害
を
補
て
ん
し
ま
す
。今
後

の
経
営
安
定
と
安
心
の
た
め
に
も
果
樹
共

済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

加
入
で
き
る
の
は
：
結
果
樹
齢
と
な
っ
た

次
の
果
樹
を
5
a

以
上（
ハ
ウ
ス
み
か

ん
は
２
．５
a
以
上
）栽
培
さ
れ
て
い
る
方

（
う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん
、な
つ
み
か
ん
、不
知
火
）

加
入
申
込
期
間
：
6
月
1
日
〜
6
月
20
日

掛
金
の
払
込
期
限
：
樹
体
共
済
7
月
19
日
、収
穫
共
済
7
月
20
日

◆
共
済
金
支
払
状
況
に
つ
い
て

　
平
成
30
年
産
う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん
に
つ
い
て
、8
月
24
日
の
台
風
第
20

号
、9
月
4
日
の
台
風
第
21
号
、9
月
30
日
の
台
風
第
24
号
と
相
次
ぐ
台

風
に
よ
る
強
風
で
、樹
体
の
倒
伏
や
枝
折
れ
、傷
果
等
の
被
害
が
多
く
発

生
し
ま
し
た
。強
風
に
よ
る
擦
り
傷
か
ら
の
裂
果
や
腐
敗
果
と
な
っ
た
果

実
も
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、7
月
か
ら
8
月
に
か
け
て
気
温
が
平
年
値
を

大
き
く
上
回
り
、高
温
少
雨
傾
向
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
干
害
が
発
生
し
ま

し
た
。特
に
極
早
生
の
品
種
で
は
日
焼
け
果
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。さ

ら
に
、台
風
に
よ
る
高
温
多
湿
の
影
響
で
炭
そ
病
と
な
っ
た
果
実
も
あ
り

大
き
な
被
害
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
産
収
穫
共
済
う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん（
半
相
殺
減
収
総
合
一
般

方
式
）に
お
い
て
は
、被
害
戸
数
37
戸
で
被
害
面
積
1
千
７
７
５
．９ａ
、減

収
量
１
２
万
2
千
５
６
５
ｋｇ
と
な
り
、共
済
金
３
３
９
万
4
千
２
０
０

円
を
お
支
払
い
し
ま
し
た
。

日焼け果（干害）となった果実（御浜町）

畑作物共済
◆
畑
作
物
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　
三
重
県
産
大
豆
は
、過
去
5
年
続
き
で
平
均
単
収
１
０
０
ｋｇ
以
下
と

低
迷
し
て
い
ま
す
。そ
の
主
な
原
因
は
、大
雨
に
よ
る
土
壌
湿
潤
害
、高
温

少
雨
に
よ
る
干
害
、ミ
ナ
ミ
ア
オ
カ
メ
ム
シ
に
よ
る
子
実
の
吸
汁
害
で

す
。ま
た
、シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
に
葉
や
莢
を
食
さ
れ
る
獣
害
の
多
発
も
近

年
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
大
豆
の
損
害
を
補
て
ん
す
る
の
が
畑
作
物
共
済
で
す
。

「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」、万
が
一
に
備
え
て
、畑
作
物
共
済
に
ご
加
入

く
だ
さ
い
。

加
入
で
き
る
の
は
：
大
豆
を
10
a
以
上
栽
培
さ
れ
て
い
る
方

（
え
だ
ま
め
、黒
大
豆
は
加
入
対
象
か
ら
除
か
れ
ま

す
。）

加
入
申
込
期
間
：
6
月
10
日
〜
7
月
10
日

掛
金
の
払
込
期
限
：
8
月
15
日

◆
共
済
金
支
払
状
況
に
つ
い
て

　
平
成
30
年
産
大
豆
に
つ
い
て
、相
次
ぐ

台
風
の
襲
来
に
よ
り
、耕
地
の
冠
水
、花

や
葉
の
飛
散
、倒
伏
が
発
生
し
ま
し
た
。

県
下
の
中
山
間
地
で
は
、シ
カ
及
び
イ
ノ

シ
シ
に
よ
る
葉
や
莢
の
食
害
が
発
生
し

収
穫
皆
無
と
な
る
耕
地
も
見
ら
れ
ま
し

た
。ま
た
、8
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
か
け

て
降
雨
が
少
な
く
、高
温
多
照
で
干
害
が

発
生
し
、生
育
不
良
が
見
受
け
ら
れ
ま

し
た
。

　
平
成
30
年
産
畑
作
物
共
済
大
豆（
一
筆

方
式
）に
お
い
て
は
、被
害
戸
数
29
戸
の
被
害
面
積
5
千
１
６
９
．９ａ
、

共
済
減
収
量
1
万
1
千
５
２
１
ｋｇ
と
な
り
、共
済
金
１
５
０
万
1
千
５

８
５
円
を
お
支
払
い
し
ま
し
た
。

さ
や

シカによる食害（獣害）の被害耕地（伊賀市）

N O S A I 事 業

　
平
成
31
年
産
の
水
稲
共
済
加
入
申
込
書
の
内
容
に

基
づ
い
て
引
受
を
行
い
、6
月
中
旬
に
払
込
通
知
書

等
を
送
付
い
た
し
ま
す
。共
済
掛
金
等
の
払
込
期
限
は

7
月
10
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。な
お
、正
当
な
理
由
が

な
く
共
済
掛
金
等
の
払
い
込
み
を
遅
滞
さ
れ
た
場
合

は
、事
業
規
程
に
よ
り
共
済
関
係
の
解
除
を
行
う
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、引
受
内
容
に
変
更（
作
付
面
積
の
増
減
）が

生
じ
る
場
合
は
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
各
支
所
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

平
成
31
年
産

　麦
共
済
の
損
害
評
価
に
つ
い
て

　
自
然
災
害
、イ
ノ
シ
シ
等
の
獣
害
の
被
害
に
遭
わ
れ

た
場
合
は
、必
ず
麦
の
収
穫
前
ま
で
に
被
害
申
告
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
被
害
申
告
が
無
い
場
合
や
収
穫
後
の
被
害
申
告
に

対
し
て
は
、共
済
金
を
お
支
払
い
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

農作物共済

○平成31年産麦共済の損害評価

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
す
べ

て
の
共
済
事
業
に
お
い

て
、「
口
座
振
替
」に
よ
る

掛
金
等
の
納
入
を
お
す
す

め
し
て
い
ま
す
。現
金
や

振
込
み
で
の
納
入
に
か
か

る
事
故
を
未
然
に
防
止
す

る
た
め「
口
座
振
替
」を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、口
座
を
変
更
さ

れ
た
方
、共
済
事
業
加
入

者
の
名
義
を
変
更
さ
れ
た

方
に
つ
き
ま
し
て
も
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

各
支
所
ま
で
ご
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

共
済
掛
金
等
は

口
座
振
替
で

お
願
い
し
ま
す

共
済
掛
金
等
は

口
座
振
替
で

お
願
い
し
ま
す

災害収入共済方式

一筆方式

地域インデックス方式

令和元年12月上旬

令和元年8月下旬

令和2年6月頃

出荷資料等
（被害のあった農家ごとに、ＪＡ等出荷
団体から提示された資料より、出荷規
格別の収穫量を調査します。）

統計データ
（被害のあった耕地が属する市町村
ごとの統計単収を用います。）

現地調査
（被害のあったほ場について、検見
や実測の方法で調査します。）

引受方式 損害評価の方法 共済金の支払い

平
成
31
年
産

　水
稲
共
済
の
引
受
と
共
済
掛
金
等
の
納
入
に
つ
い
て

の お 知 ら せ
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令和2年6月頃
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平
成
31
年
産
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稲
共
済
の
引
受
と
共
済
掛
金
等
の
納
入
に
つ
い
て

の お 知 ら せ
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す
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損
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止
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と
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す
。
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施
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稲
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す
害
虫（
ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
）の

薬
剤
に
よ
る
共
同
防
除
へ
の
助
成

（
イ
）　
共
同
防
除
に
よ
る
斑
点
米
カ
メ
ム
シ
等
の
防
除
用
薬
剤
に
対
す

る
助
成

2 

農
作
物
共
済
鳥
獣
害
低
減
対
策
事
業 （
予
算
：８
０
０
万
円
以
内
）

ア 

目 

的
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害
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に
よ
る
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作
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に
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す
る
被
害
が
深
刻
化
し
て
い
る
こ
と

を
踏
ま
え
、有
害
鳥
獣
防
除
等
に
対
す
る
支
援
を
行
い
、水
稲
に
お
け
る

鳥
獣
害
低
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を
図
る
こ
と
を
目
的
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ま
す
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落
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狩
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の
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図
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心
者
狩
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免
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取
得
予
備
講
習
会
に
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る
受
講
料
の
助
成
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限
度
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る
申
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イ
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予
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０
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０

０
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に
伴
い
、農
作

物
共
済
損
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防
止
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も
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和
3
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産
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止
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ま

す
。

　
申
請
に
つ
き
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、各
支
所
に
お
願
い
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。
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）　
な
お
、損
害
防
止
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に
つ
い
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は
、通
常
総
代
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令
和
元
年
6
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5
日
開
催
予
定
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認
後
で
、申
請
の
期
限
は
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ま
で
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な
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す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
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防
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成
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者
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あ
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収
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に
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損
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。

新
た
に
農
作
物
共
済
損
害
防
止
事
業
を
実
施
し
ま
す

の お 知 ら せ

農作物共済

　この稿が掲載される頃には、完全に終息し
ていればいいのですが・・・。

　昨年9月、岐阜県で豚コレラが発生しまし
た。日本では1992年熊本県での発生以来
26年ぶりです。その後のことは、報道等で皆
さんもご存じのとおりのことだと思います。
　豚コレラは過去において日本でも発生し
ていたため、ワクチンの接種をしていました
が、2006年にワクチン接種を禁止し、2007
年には豚コレラ清浄国となっていました。一
方で昨年8月に中国で発生したアフリカ豚コ
レラは日本での発生はこれまでなく、昨年10
月に中国からの旅客が持ってきたソーセー
ジや生餃子からアフリカ豚コレラウイルスが
国内の空港でみつかっていますが、今年の1
月にも同じようなことがありました。

　豚コレラもアフリカ豚コレラも人には感染
しませんし、これらのウイルスに感染した豚
肉や猪肉が食卓にあがることはないと思い
ますが、養豚農家の皆さんは戦々恐々とした
日々を送られていることと思います。

　豚コレラ（CSF）、アフリカ豚コレラ（ASF）
とはどういった病気でしょうか。臨床症状が
似ているため、同じような病名がつけられ
ていますが、全く違う種類のウイルスによる
感染症です。どちらも病原性が高いウイル
スでは数日で100%死亡するといわれてい
ます。主な臨床症状は、発熱、食欲不振、う
ずくまりといったもので、特徴的な症状はあ
りません。他にCSFでは結膜炎、呼吸障害、
便秘に次ぐ下痢などがみられ、ASFでは、
CSFに比べ、出血しやすくなり、皮下出血な
どがみられるようです。ASFは病原性の低
いウイルスでは死亡率も低くなるようです
が、CSFの場合は病原性の低いウイルスで
も死亡率は高いようです。

　ASFは名前のとおり、アフリカで常在して
いるウイルスで、アフリカに生息しているイボ
イノシシは感染をしても症状を示さず、これ
によって死亡することもないそうです。イボイ
ノシシと豚が接触してもウイルス感染はおこ
らず、ダニが媒介して感染するとのことです。
このあたりはCSFウイルスと異なる点です
が、豚同士だとASFウイルスもCSFウイルス
同様、接触などによって感染が成立します。
また、ASFウイルスに感染した豚肉中で長期
間にわたって感染力を維持するため、精肉や
非加熱の豚肉加工品を介して遠方に持ち込
まれることがあるそうです。空港でソーセー
ジなどからウイルスがみつかったのはそのた
めだと思われ、いつ侵入してもおかしくない
状況になっているのではないでしょうか。

　豚コレラが発生した養豚場の豚は全頭殺
処分となります。平成31年2月18日の読売
新聞「編集手帳」に、岐阜県内の豚の殺処分
に岐阜大学の獣医師資格のある教員16名
に加え、獣医学研究科の学生12名が従事
し、また、豚をおさえる役割を担った自衛隊
員の精神的な負担は大きく、隊員にはカウ
ンセリング係も同行していると書かれてあ
りました。記事は「産業動物獣医師や公務員
獣医師は全国的に足りない。悲しい経験を
した学生たちから、防疫研究者や家畜の獣
医師となって、伝染病を防ぐ人材が出てほ
しい」としめくくっています。

　日本では2000年、2010年と口蹄疫の発
生による殺処分も経験しています。高病原
性鳥インフルエンザも度々発生し、殺処分
を経験しています。近隣諸国では、時折これ
らの感染症が発生しています。

　また日本でこのような感染症が発生する
ことがないよう、気をつけていきたい
ですね。

豚コレラとアフリカ豚コレラ
家畜
診療所
だより
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ンセリング係も同行していると書かれてあ
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疾病傷害共済及び死亡廃 用共済の引受方法について疾病傷害共済及び死亡廃 用共済の引受方法について
　期間中に飼養を計画しているすべての家畜を引受します。計画と異なった場合は、共
済掛金期間満了時点で掛金等の調整を行います。
※期末では共済掛金期間中に飼養した実績を基に引受を調整（変更）します。

　「子牛等選択」の場合、出生を見込んだ子牛は分娩予定日から期末時点での満月齢を
計算して引受し、期末調整では生まれた日から期末の月齢を計算します。（事故になって
いても同じ。）
   胎児死の場合は、胎児評価額×付保割合（固定）で共済金を算定します。

死亡廃用共済の引受方法

【死亡時】死亡時の満月齢による
評価額×付保割合（固定）特 定 肉 豚

群単位肉豚
育成・肥育馬

家 畜 区 分 引　　受 期　　末出生・
導入予定

満月齢
による
評価額

期末
時点

満月齢
による
評価額

期末
時点

従前通り
（評価額固定）

育成・肥育牛
子牛等選択

育 成 乳 牛
子牛等選択

導入時点
の満月齢
（修正）
新たな導入や
出生がある
（追加）

引受調整
（掛金等調整）

共済掛金期間
棚卸資産的家畜

経過
とと
もに
評価
額が
増加

期末

【引受評価額】期末の評価額

【死亡時】
引受評価額×付保割合（固定）

種　豚

家 畜 区 分 導 入 予 定引　　受

満月齢
による
評価額

期首
時点

満月齢
による
評価額

導入
時点

繁殖用雌牛
満24月齢以上

繁殖用雌馬
満36月齢以上

種 雄 牛
（個別）

種 雄 馬
（個別）

搾 乳 牛
満24月齢以上

期　　末

導入時点
の満月齢
（修正）

新たな導入
がある
（追加）

引受調整
（掛金等調整）

共済掛金期間
固定資産的家畜

期首
【引受評価額】期首導入時の評価額

の お 知 ら せ

家畜共済

◎共済金額の設定
　共済金額は病傷共済金支払限度額の範囲内で、加入者が自由に選択できます。選
択した共済金額を超えた病傷事故の診療代は加入者負担となります。

※導入予定個体、出生予定個体、胎児は含みません。
※継続引受において、期首時点の飼養頭数が0頭の場合、期間中に最初に家畜を飼養した時に共済金額
を増額します。
※共済金額の増額上限は引受価額の変更分の金額（例100万円）×支払限度率×変更前の選択割合×短
期係数×変更後日数割合

【病傷共済金支払限度額】
　期首時点で存在する個体（導入予定、出生予定は含まない）の引受価額×支払限度率
　ただし、期首時点で存在する個体の引受価額は50万円×頭数を限度とします。

共済金額 ＝ 病傷共済金支払限度額の範囲内で申し出た金額共済金額 ＝ 病傷共済金支払限度額の範囲内で申し出た金額

種 雄 馬
（個別）

種 雄 牛
（個別）

種 豚

一 般 馬

家畜区分 引　　受

満月齢
による
評価額

期首
時点

100万円
増　額

600
万円

肉 用 牛
子牛選択

乳 用 牛
子牛選択

期　　末

引受調整
なし7

頭（
転
出
5
） 

　万
円

３５０

11
頭（
出
生
1
） 

　万
円

５５０

10
頭（
当
初
） 

　万
円

５００

11
頭（
導
入
4
） 

　万
円

５５０

12
頭（
導
入
1
） 

　万
円

６００

増
額
で
き
な
い

前回増額時の引受価額より
増えた場合「増額可能」

増
額

共済掛金期間

　「病傷共済金支払限度額」を設定します。期間内の病傷事故は、この「病傷共済金支払
限度額」までを病傷共済金としてお支払いします。
※旧制度の「病傷共済金給付限度額」と同じです。
　病傷共済金支払限度額は引受時に飼養されている家畜の引受評価額の合計（引受価
額）から設定します。期間中に導入や出生があり引受価額を超えた場合は増額できます。

疾病傷害共済の引受方法

疾病傷害共済及び死亡廃 用共済の引受方法について疾病傷害共済及び死亡廃 用共済の引受方法について

N O S A I 事 業
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疾病傷害共済及び死亡廃 用共済の引受方法について疾病傷害共済及び死亡廃 用共済の引受方法について
　期間中に飼養を計画しているすべての家畜を引受します。計画と異なった場合は、共
済掛金期間満了時点で掛金等の調整を行います。
※期末では共済掛金期間中に飼養した実績を基に引受を調整（変更）します。

　「子牛等選択」の場合、出生を見込んだ子牛は分娩予定日から期末時点での満月齢を
計算して引受し、期末調整では生まれた日から期末の月齢を計算します。（事故になって
いても同じ。）
   胎児死の場合は、胎児評価額×付保割合（固定）で共済金を算定します。

死亡廃用共済の引受方法

【死亡時】死亡時の満月齢による
評価額×付保割合（固定）特 定 肉 豚

群単位肉豚
育成・肥育馬

家 畜 区 分 引　　受 期　　末出生・
導入予定

満月齢
による
評価額

期末
時点

満月齢
による
評価額

期末
時点

従前通り
（評価額固定）

育成・肥育牛
子牛等選択

育 成 乳 牛
子牛等選択

導入時点
の満月齢
（修正）
新たな導入や
出生がある
（追加）

引受調整
（掛金等調整）

共済掛金期間
棚卸資産的家畜

経過
とと
もに
評価
額が
増加

期末

【引受評価額】期末の評価額

【死亡時】
引受評価額×付保割合（固定）

種　豚

家 畜 区 分 導 入 予 定引　　受

満月齢
による
評価額

期首
時点

満月齢
による
評価額

導入
時点

繁殖用雌牛
満24月齢以上

繁殖用雌馬
満36月齢以上

種 雄 牛
（個別）

種 雄 馬
（個別）

搾 乳 牛
満24月齢以上

期　　末

導入時点
の満月齢
（修正）

新たな導入
がある
（追加）

引受調整
（掛金等調整）

共済掛金期間
固定資産的家畜

期首
【引受評価額】期首導入時の評価額

の お 知 ら せ

家畜共済

◎共済金額の設定
　共済金額は病傷共済金支払限度額の範囲内で、加入者が自由に選択できます。選
択した共済金額を超えた病傷事故の診療代は加入者負担となります。

※導入予定個体、出生予定個体、胎児は含みません。
※継続引受において、期首時点の飼養頭数が0頭の場合、期間中に最初に家畜を飼養した時に共済金額
を増額します。
※共済金額の増額上限は引受価額の変更分の金額（例100万円）×支払限度率×変更前の選択割合×短
期係数×変更後日数割合

【病傷共済金支払限度額】
　期首時点で存在する個体（導入予定、出生予定は含まない）の引受価額×支払限度率
　ただし、期首時点で存在する個体の引受価額は50万円×頭数を限度とします。

共済金額 ＝ 病傷共済金支払限度額の範囲内で申し出た金額共済金額 ＝ 病傷共済金支払限度額の範囲内で申し出た金額

種 雄 馬
（個別）

種 雄 牛
（個別）

種 豚

一 般 馬

家畜区分 引　　受

満月齢
による
評価額

期首
時点

100万円
増　額

600
万円

肉 用 牛
子牛選択

乳 用 牛
子牛選択

期　　末

引受調整
なし7

頭（
転
出
5
） 

　万
円

３５０

11
頭（
出
生
1
） 

　万
円

５５０

10
頭（
当
初
） 

　万
円

５００

11
頭（
導
入
4
） 

　万
円

５５０

12
頭（
導
入
1
） 

　万
円

６００

増
額
で
き
な
い

前回増額時の引受価額より
増えた場合「増額可能」

増
額

共済掛金期間

　「病傷共済金支払限度額」を設定します。期間内の病傷事故は、この「病傷共済金支払
限度額」までを病傷共済金としてお支払いします。
※旧制度の「病傷共済金給付限度額」と同じです。
　病傷共済金支払限度額は引受時に飼養されている家畜の引受評価額の合計（引受価
額）から設定します。期間中に導入や出生があり引受価額を超えた場合は増額できます。

疾病傷害共済の引受方法

疾病傷害共済及び死亡廃 用共済の引受方法について疾病傷害共済及び死亡廃 用共済の引受方法について
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園芸施設共済

新
し
い
園
芸
施
設
共
済
が
ス
タ
ー
ト
!!

補
償
期
間（
契
約
期
間
）は
1
年
間
と
な
り
ま
す

（
短
期
引
受
は
廃
止
）

小
損
害
不
填
補
の
選
択
が
可
能
と
な
り
ま
す

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、園
芸
施
設
共
済
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　加
入
し
ま
し
ょ
う
!

「
備
え
あ
れ
ば 

憂
い
な
し
」

「
備
え
あ
れ
ば 

憂
い
な
し
」

の お 知 ら せ

建物の増改築等、現在の加入内容に変更が生じたらご連絡ください。
　ＮＯＳＡＩの建物共済は1年間の短期補償です。そのため、毎年契約更改時に加入内容の見直しができ
ます。その際に、ご加入の建物を増改築した、建物の用途を変更した(住宅→店舗等)、他保険会社に同じ
建物を加入した事実がある場合は必ずお近くのNOSAIにご連絡ください。
　このような場合、ご加入いただいている建物の補償内容に影響を与えて、万が一の災害時に十分な補
償が受けられない可能性もあるため、お早めにNOSAIにご相談ください。

　
5
月
に
な
り
、田
植
え
等
の
作
業
で
農
機

具
を
使
用
す
る
機
会
が
増
え
る
と
共
に
被
害

に
遭
う
危
険
性
も
増
し
ま
す
。

　
特
に
稲
刈
り
作
業
中
は
足
元
が
見
え
に
く

く
、衝
突
・
接
触
・
異
物
の
巻
込
み
と
い
っ
た

事
故
の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。こ
れ
ら
の

事
故
は
ど
ん
な
に
気
を
つ
け
て
い
て
も
防
ぎ

き
れ
な
い
も
の
で
す
。

　
も
し
も
の
時
に
備
え
て
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
農

機
具
損
害
共
済
へ
の
加
入
を
ぜ
ひ
ご
検
討
く

だ
さ
い
！

○
対
象
農
機
具・・・

　
ト
ラ
ク
タ
、コ
ン
バ
イ
ン
、田
植
機

○
対
象
付
属
装
置・・・

ロ
ー
タ
リ
ー
、ハ
ロ
ー
、プ
ラ
ウ
、溝
堀
機
、

あ
ぜ
塗
機

○
対
象
と
な
る
事
故・・・

盗
難
、火
災
、落
雷
、自
然
災
害（
地
震
等
は

除
く
）、転
覆
衝
突
、接
触
な
ど

農
機
具
損
害
共
済
は
農
機
具
本
体
を

新
調
達
価
額（
新
規
購
入
時
の
価
額
）

ま
で
補
償
し
ま
す
!

（
注
1
）農
機
具
1
台
ご
と
に
10
万
円
〜
２
，０
０
０
万
円
ま
で

　
掛
金…

１
０
０
万
円
の
農
機
具
の
場
合
　
　

　
　
　
　
５
，０
０
０
円
／
年

（
1
万
円
当
た
り
掛
金
50
円
）

農
繁
期
に
備
え
て
早
め
の

　ご
加
入
を
お
す
す
め
し
ま
す
!

建物共済

　被害を受けた際は早急にご連絡いただきますよう、お願いいたします。加入を検討されるなど、
詳細についてはお近くのＮＯＳＡＩにお問い合わせください。

農機具損害共済

火災共済

収容農産物補償

家具類の加入もおすすめします!
　　火災や落雷による事故では建物だけでなく家具類(テレビ、冷蔵庫、衣類等)も被害を受けます。
　この場合、家具類に加入していないと共済金をお支払いできません。
　　落雷等の被害で家電製品を修理もしくは再度買い揃えるためには意外とお金がかかってしまいます。
　　建物共済では建物と同じ掛金率で家具類の補償も行っているため、一度ご検討ください。

収穫後の農産物を補償します!
　水稲共済等は収穫までの農産物を補償していますが、収穫後の農産物の補償はありません。
　収容農産物補償では火災及び洪水等の自然災害によって建物に収容中の農産物に受けた被害を
補償します。(建物総合共済の特約です。)
○対象農産物…総合共済に加入している建物の中に収容中の米、麦、大豆の3種類です。
◎共済金支払限度額100万円当たり掛金
Aタイプ  共済責任期間が短期  1,000円 Bタイプ  共済責任期間が1年  3,000円

普通物件 木造住宅
1,000万円の加入の場合

掛金
6,700円／年

普通物件 鉄骨住宅
1,000万円の加入の場合

掛金
4,300円／年

総合共済
普通物件 木造住宅
1,000万円の加入の場合

掛金
25,100円／年

普通物件 鉄骨住宅
1,000万円の加入の場合

掛金
23,200円／年

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
希
望
の
方
は
お
近
く
の

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

農
機
具
は
高
額
な
も
の
が
多
い
た
め
、

　
　
万
が
一
の
被
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

N O S A I 事 業
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園芸施設共済

新
し
い
園
芸
施
設
共
済
が
ス
タ
ー
ト
!!

補
償
期
間（
契
約
期
間
）は
1
年
間
と
な
り
ま
す

（
短
期
引
受
は
廃
止
）

小
損
害
不
填
補
の
選
択
が
可
能
と
な
り
ま
す

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、園
芸
施
設
共
済
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　加
入
し
ま
し
ょ
う
!

「
備
え
あ
れ
ば 

憂
い
な
し
」

「
備
え
あ
れ
ば 

憂
い
な
し
」

の お 知 ら せ

建物の増改築等、現在の加入内容に変更が生じたらご連絡ください。
　ＮＯＳＡＩの建物共済は1年間の短期補償です。そのため、毎年契約更改時に加入内容の見直しができ
ます。その際に、ご加入の建物を増改築した、建物の用途を変更した(住宅→店舗等)、他保険会社に同じ
建物を加入した事実がある場合は必ずお近くのNOSAIにご連絡ください。
　このような場合、ご加入いただいている建物の補償内容に影響を与えて、万が一の災害時に十分な補
償が受けられない可能性もあるため、お早めにNOSAIにご相談ください。

　
5
月
に
な
り
、田
植
え
等
の
作
業
で
農
機

具
を
使
用
す
る
機
会
が
増
え
る
と
共
に
被
害

に
遭
う
危
険
性
も
増
し
ま
す
。

　
特
に
稲
刈
り
作
業
中
は
足
元
が
見
え
に
く

く
、衝
突
・
接
触
・
異
物
の
巻
込
み
と
い
っ
た

事
故
の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。こ
れ
ら
の

事
故
は
ど
ん
な
に
気
を
つ
け
て
い
て
も
防
ぎ

き
れ
な
い
も
の
で
す
。

　
も
し
も
の
時
に
備
え
て
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
農

機
具
損
害
共
済
へ
の
加
入
を
ぜ
ひ
ご
検
討
く

だ
さ
い
！

○
対
象
農
機
具・・・

　
ト
ラ
ク
タ
、コ
ン
バ
イ
ン
、田
植
機

○
対
象
付
属
装
置・・・

ロ
ー
タ
リ
ー
、ハ
ロ
ー
、プ
ラ
ウ
、溝
堀
機
、

あ
ぜ
塗
機

○
対
象
と
な
る
事
故・・・

盗
難
、火
災
、落
雷
、自
然
災
害（
地
震
等
は

除
く
）、転
覆
衝
突
、接
触
な
ど

農
機
具
損
害
共
済
は
農
機
具
本
体
を

新
調
達
価
額（
新
規
購
入
時
の
価
額
）

ま
で
補
償
し
ま
す
!

（
注
1
）農
機
具
1
台
ご
と
に
10
万
円
〜
２
，０
０
０
万
円
ま
で

　
掛
金…

１
０
０
万
円
の
農
機
具
の
場
合
　
　

　
　
　
　
５
，０
０
０
円
／
年

（
1
万
円
当
た
り
掛
金
50
円
）

農
繁
期
に
備
え
て
早
め
の

　ご
加
入
を
お
す
す
め
し
ま
す
!

建物共済

　被害を受けた際は早急にご連絡いただきますよう、お願いいたします。加入を検討されるなど、
詳細についてはお近くのＮＯＳＡＩにお問い合わせください。

農機具損害共済

火災共済

収容農産物補償

家具類の加入もおすすめします!
　　火災や落雷による事故では建物だけでなく家具類(テレビ、冷蔵庫、衣類等)も被害を受けます。
　この場合、家具類に加入していないと共済金をお支払いできません。
　　落雷等の被害で家電製品を修理もしくは再度買い揃えるためには意外とお金がかかってしまいます。
　　建物共済では建物と同じ掛金率で家具類の補償も行っているため、一度ご検討ください。

収穫後の農産物を補償します!
　水稲共済等は収穫までの農産物を補償していますが、収穫後の農産物の補償はありません。
　収容農産物補償では火災及び洪水等の自然災害によって建物に収容中の農産物に受けた被害を
補償します。(建物総合共済の特約です。)
○対象農産物…総合共済に加入している建物の中に収容中の米、麦、大豆の3種類です。
◎共済金支払限度額100万円当たり掛金
Aタイプ  共済責任期間が短期  1,000円 Bタイプ  共済責任期間が1年  3,000円

普通物件 木造住宅
1,000万円の加入の場合

掛金
6,700円／年

普通物件 鉄骨住宅
1,000万円の加入の場合

掛金
4,300円／年

総合共済
普通物件 木造住宅
1,000万円の加入の場合

掛金
25,100円／年

普通物件 鉄骨住宅
1,000万円の加入の場合

掛金
23,200円／年

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
希
望
の
方
は
お
近
く
の

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

農
機
具
は
高
額
な
も
の
が
多
い
た
め
、

　
　
万
が
一
の
被
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

N O S A I 事 業
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　「
松
阪
牛
は
多
く
の
人
が
携
わ
っ
て
大

き
く
な
っ
た
ブ
ラ
ン
ド
。値
が
張
る
が
や

は
り
そ
の
上
質
な
脂
は
甘
く
美
味
し
い
。

皆
さ
ん
に
も
是
非
味
わ
っ
て
ほ
し
い
」と

話
す
の
は
西
田
裕
哉
さ
ん（
30
）。度
会
郡

大
紀
町
で
松
阪
牛
を
肥
育
す
る
祖
父
西

村
節
生
さ
ん（
85
）の
後
継
者
と
し
て
平

成
30
年
4
月
に
就
農
し
、黒
毛
和
種
85
頭

の
飼
育
と
水
稲
１
４
０
a
を
作
付
け
し

て
い
ま
す
。

　
大
学
卒
業
後
、食
品
会
社
に
就
職
し
た

西
田
さ
ん
で
し
た
が
、子
供
の
頃
か
ら

あ
っ
た
農
業
で
身
を
立
て
た
い
と
い
う
思

い
が
強
く
な

り
4
年
半
で

退
社
。東
京

に
あ
る
日
本

農
業
経
営

大
学
校
で
2

年
間
農
業

経
営
を
学
び

ま
し
た
。本

当
に
農
家
と

し
て
や
っ
て

い
け
る
の
か

不
安
も
あ
り

ま
し
た
が
、

地
元
で
就
農
す
る
と
決
意
し
た
と
き
は
家

族
や
周
り
の
農
家
も
快
く
迎
え
入
れ
て
く

れ
ま
し
た
。

　
子
供
の
頃
に
祖
父
を
手
伝
っ
た
経
験
が

あ
っ
た
た
め
、お
お
よ
そ
の
仕
事
の
内
容
は

わ
か
っ
て
い
る
つ
も
り
で
し
た
が
、育
て
て

い
た
牛
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
時
は
大
き
な

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。ど
こ
が
悪
か
っ

た
の
か
悩
み
、そ
れ
ま
で
以
上
に
牛
の
体

調
と
牛
舎
の
環
境
に
神
経
を
使
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。エ
サ
箱
が
空
に
な
っ
て
い
る

と
、よ
く
食
べ
て
く
れ
た
と
嬉
し
く
な
り
、

逆
に
牛
の
体
調
が
悪
い
と
自
分
の
気
分
も

沈
ん
で
し
ま
う
と
い
う
西
田
さ
ん
。牛
の

食
欲
や
体
温
の
チ
ェッ
ク
を
徹
底
し
、様
子

が
お
か
し
い
と
感
じ
た
ら
獣
医
を
し
て
い

る
叔
父
に
相
談
し
て
病
気
の
早
期
発
見
に

努
め
て
い
ま
す
。

　
今
は
経
験
を
積
む
時
期
な
の
で
祖
父
や

叔
父
か
ら
だ
け
で
は
な
く
周
り
の
肥
育
農

家
や
Ｊ
Ａ
か
ら
も
多
く
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
き
本
当
に
感
謝
し
て
い
る
と
話
し

ま
す
。

　
今
後
の
目
標
は
現
在
の
飼
育
頭
数
を
１

２
０
頭
ま
で
増
や
す
こ
と
で
す
が
、単
純

に
頭
数
を
増
や
せ
ば
良
い
と
い
う
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。増
頭
す
れ
ば
そ
の
分
の

素
牛
代
や
エ
サ
代
の
負
担
が
増
え
る
の
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、牛
舎
や
堆
肥
舎
、そ
れ

に
牛
舎
に
敷
く
お
が
く
ず
の
確
保
も
必
要

に
な
り
ま
す
。し
か
し
話
を
す
る
西
田
さ

ん
の
表
情
は
楽
し
そ
う
。「
課
題
は
多
く
経

験
は
少
な
い
が
や
り
が
い
が
あ
る
。購
入

し
た
牛
が
ど
の
よ
う
な
血
統
で
ど
の
よ
う

な
肉
質
、体
重
に
な
る
の
か
勉
強
し
な
が

ら
デ
ー
タ
を
取
っ
て
お
り
、そ
れ
ら
を
活
か

し
て
肉
質
の
良
い
牛
を
安
定
的
に
育
て
て

い
き
た
い
。新
入
生
な
の
で
一
歩
ず
つ
で

す
が
」と
笑
い
ま
し
た
。

きめ細かいサシとしっかりと重量のある牛を育てられるよう
知識と経験を積みたいという西田さん

肥
育
農
家
の
新
入
生

発見！

みえ
de

2222

西
田
　
裕
哉
さ
ん

度
会
郡
大
紀
町

ひ
ろ
や

に
し
だ

「牛も一頭一頭性格が違うんですよ」と丁寧にブラシを
かけます

　
桑
名
郡
木
曽
岬
町
に
あ
る
木
曽
岬
農

業
セ
ン
タ
ー
で
は
最
先
端
技
術
を
活
用
し

た
営
農
を
行
い
、農
業
の
大
規
模
化・効
率

化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　「
か
っ
こ
い
い
農
業
」を
目
指
し
続
け
て

い
る
古
村
精
康
代
表（
54
）は
、木
曽
岬
町

で
江
戸
時
代
か
ら
続
く
農
家
の
9
代
目

で
、父
親
か
ら
代
表
を
引
き
継
ぎ
5
年
目

と
な
り
ま
す
。 

　
10
代
の
頃
、研
修
先
の
米
国
で
の
農
業

を
肌
で
感
じ
て
き
た
古
村
代
表
は
、「
か
っ

こ
い
い
農
業
」を
め
ざ
す
強
い
決
意
を
持
っ

た
そ
う
で
す
。

　
現
在
、そ
の
決
意
と
共
に
流
れ
を
加
速

し
、作
業
す
る
田
畑
は
愛
知
県
に
も
及
び

全
受
託
１
５
５
h
a
と
一
部
受
託
は
延
べ

３
５
０
h
a
。最
新
鋭
の
大
型
機
材
を
駆

使
し
、米
、麦
、大
豆
な
ど
を
栽
培
、年
間

５
３
０
t
を
収
穫
し
ま
す
。

　
古
村
代
表
が
注
目
し
た
の
が
農
業
機

械
に
最
先
端
技
術
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信

技
術
）を
融
合
さ
せ
た
シ
ス
テ
ム
の
活
用

で
す
。農
地
は
作
業
ご
と
に
色
分
け
さ

れ
、パ
ソ
コ
ン
上
で
従
業
員
の
稼
働
状
況

や
位
置
の
把
握
な
ど
情
報
共
有
を
行
い

ま
す
。   

　
平
成
29
年
に
は
地
域
社
会
の
発
展
に
貢

献
し
最
先
端
農
業
の
実
践
が
評
価
さ
れ
日

本
農
業
賞（
大

賞
）を
受
賞
し
ま

し
た
。ま
た
、若

者
の
雇
用
を
行

い
給
与
体
制
、社

会
保
険
を
し
っ
か

り
と
し
て
安
心

し
て
働
け
る
環

境
を
整
え
て
い

ま
す
。

　
快
適
な
環
境

の
中
、ゆ
と
り

を
も
っ
て
作
業

に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
、農

作
業
へ
の
安
全
に
つ
な
が
り
、安
全
安
心

な
美
味
し
い
米
作
り
が
で
き
ま
す
。

　「
農
業
が
若
者
に
人
気
の
職
業
に
な
っ

て
い
く
こ
と
が
夢
で
す
」と
古
村
代
表
は

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
有
限
会
社 

木
曽
岬
農
業
セ
ン
タ
ー

　
桑
名
郡
木
曽
岬
町
大
字
和
泉
１
５
１

　
番
地

　
☎
０
５
６
７（
６
８
）８
５
３
６

かっこ
い
い
農
業
を
目
指
し
て

発見！

みえ
de

2323

「
有
限
会
社 

木
曽
岬
農
業
セ
ン
タ
ー
」古
村 

精
康
さ
ん

桑
名
郡
木
曽
岬
町

こ
む
ら

せ
い
こ
う

生育を確認する古村代表

田植え作業に向けて準備を行う

精米作業を行う
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　「
松
阪
牛
は
多
く
の
人
が
携
わ
っ
て
大

き
く
な
っ
た
ブ
ラ
ン
ド
。値
が
張
る
が
や

は
り
そ
の
上
質
な
脂
は
甘
く
美
味
し
い
。

皆
さ
ん
に
も
是
非
味
わ
っ
て
ほ
し
い
」と

話
す
の
は
西
田
裕
哉
さ
ん（
30
）。度
会
郡

大
紀
町
で
松
阪
牛
を
肥
育
す
る
祖
父
西

村
節
生
さ
ん（
85
）の
後
継
者
と
し
て
平

成
30
年
4
月
に
就
農
し
、黒
毛
和
種
85
頭

の
飼
育
と
水
稲
１
４
０
a
を
作
付
け
し

て
い
ま
す
。

　
大
学
卒
業
後
、食
品
会
社
に
就
職
し
た

西
田
さ
ん
で
し
た
が
、子
供
の
頃
か
ら

あ
っ
た
農
業
で
身
を
立
て
た
い
と
い
う
思

い
が
強
く
な

り
4
年
半
で

退
社
。東
京

に
あ
る
日
本

農
業
経
営

大
学
校
で
2

年
間
農
業

経
営
を
学
び

ま
し
た
。本

当
に
農
家
と

し
て
や
っ
て

い
け
る
の
か

不
安
も
あ
り

ま
し
た
が
、

地
元
で
就
農
す
る
と
決
意
し
た
と
き
は
家

族
や
周
り
の
農
家
も
快
く
迎
え
入
れ
て
く

れ
ま
し
た
。

　
子
供
の
頃
に
祖
父
を
手
伝
っ
た
経
験
が

あ
っ
た
た
め
、お
お
よ
そ
の
仕
事
の
内
容
は

わ
か
っ
て
い
る
つ
も
り
で
し
た
が
、育
て
て

い
た
牛
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
時
は
大
き
な

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。ど
こ
が
悪
か
っ

た
の
か
悩
み
、そ
れ
ま
で
以
上
に
牛
の
体

調
と
牛
舎
の
環
境
に
神
経
を
使
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。エ
サ
箱
が
空
に
な
っ
て
い
る

と
、よ
く
食
べ
て
く
れ
た
と
嬉
し
く
な
り
、

逆
に
牛
の
体
調
が
悪
い
と
自
分
の
気
分
も

沈
ん
で
し
ま
う
と
い
う
西
田
さ
ん
。牛
の

食
欲
や
体
温
の
チ
ェッ
ク
を
徹
底
し
、様
子

が
お
か
し
い
と
感
じ
た
ら
獣
医
を
し
て
い

る
叔
父
に
相
談
し
て
病
気
の
早
期
発
見
に

努
め
て
い
ま
す
。

　
今
は
経
験
を
積
む
時
期
な
の
で
祖
父
や

叔
父
か
ら
だ
け
で
は
な
く
周
り
の
肥
育
農

家
や
Ｊ
Ａ
か
ら
も
多
く
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
き
本
当
に
感
謝
し
て
い
る
と
話
し

ま
す
。

　
今
後
の
目
標
は
現
在
の
飼
育
頭
数
を
１

２
０
頭
ま
で
増
や
す
こ
と
で
す
が
、単
純

に
頭
数
を
増
や
せ
ば
良
い
と
い
う
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。増
頭
す
れ
ば
そ
の
分
の

素
牛
代
や
エ
サ
代
の
負
担
が
増
え
る
の
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、牛
舎
や
堆
肥
舎
、そ
れ

に
牛
舎
に
敷
く
お
が
く
ず
の
確
保
も
必
要

に
な
り
ま
す
。し
か
し
話
を
す
る
西
田
さ

ん
の
表
情
は
楽
し
そ
う
。「
課
題
は
多
く
経

験
は
少
な
い
が
や
り
が
い
が
あ
る
。購
入

し
た
牛
が
ど
の
よ
う
な
血
統
で
ど
の
よ
う

な
肉
質
、体
重
に
な
る
の
か
勉
強
し
な
が

ら
デ
ー
タ
を
取
っ
て
お
り
、そ
れ
ら
を
活
か

し
て
肉
質
の
良
い
牛
を
安
定
的
に
育
て
て

い
き
た
い
。新
入
生
な
の
で
一
歩
ず
つ
で

す
が
」と
笑
い
ま
し
た
。

きめ細かいサシとしっかりと重量のある牛を育てられるよう
知識と経験を積みたいという西田さん

肥
育
農
家
の
新
入
生

発見！

みえ
de

2222

西
田
　
裕
哉
さ
ん

度
会
郡
大
紀
町

ひ
ろ
や

に
し
だ

「牛も一頭一頭性格が違うんですよ」と丁寧にブラシを
かけます

　
桑
名
郡
木
曽
岬
町
に
あ
る
木
曽
岬
農

業
セ
ン
タ
ー
で
は
最
先
端
技
術
を
活
用
し

た
営
農
を
行
い
、農
業
の
大
規
模
化・効
率

化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　「
か
っ
こ
い
い
農
業
」を
目
指
し
続
け
て

い
る
古
村
精
康
代
表（
54
）は
、木
曽
岬
町

で
江
戸
時
代
か
ら
続
く
農
家
の
9
代
目

で
、父
親
か
ら
代
表
を
引
き
継
ぎ
5
年
目

と
な
り
ま
す
。 

　
10
代
の
頃
、研
修
先
の
米
国
で
の
農
業

を
肌
で
感
じ
て
き
た
古
村
代
表
は
、「
か
っ

こ
い
い
農
業
」を
め
ざ
す
強
い
決
意
を
持
っ

た
そ
う
で
す
。

　
現
在
、そ
の
決
意
と
共
に
流
れ
を
加
速

し
、作
業
す
る
田
畑
は
愛
知
県
に
も
及
び

全
受
託
１
５
５
h
a
と
一
部
受
託
は
延
べ

３
５
０
h
a
。最
新
鋭
の
大
型
機
材
を
駆

使
し
、米
、麦
、大
豆
な
ど
を
栽
培
、年
間

５
３
０
t
を
収
穫
し
ま
す
。

　
古
村
代
表
が
注
目
し
た
の
が
農
業
機

械
に
最
先
端
技
術
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信

技
術
）を
融
合
さ
せ
た
シ
ス
テ
ム
の
活
用

で
す
。農
地
は
作
業
ご
と
に
色
分
け
さ

れ
、パ
ソ
コ
ン
上
で
従
業
員
の
稼
働
状
況

や
位
置
の
把
握
な
ど
情
報
共
有
を
行
い

ま
す
。   

　
平
成
29
年
に
は
地
域
社
会
の
発
展
に
貢

献
し
最
先
端
農
業
の
実
践
が
評
価
さ
れ
日

本
農
業
賞（
大

賞
）を
受
賞
し
ま

し
た
。ま
た
、若

者
の
雇
用
を
行

い
給
与
体
制
、社

会
保
険
を
し
っ
か

り
と
し
て
安
心

し
て
働
け
る
環

境
を
整
え
て
い

ま
す
。

　
快
適
な
環
境

の
中
、ゆ
と
り

を
も
っ
て
作
業

に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
、農

作
業
へ
の
安
全
に
つ
な
が
り
、安
全
安
心

な
美
味
し
い
米
作
り
が
で
き
ま
す
。

　「
農
業
が
若
者
に
人
気
の
職
業
に
な
っ

て
い
く
こ
と
が
夢
で
す
」と
古
村
代
表
は

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
有
限
会
社 

木
曽
岬
農
業
セ
ン
タ
ー

　
桑
名
郡
木
曽
岬
町
大
字
和
泉
１
５
１

　
番
地

　
☎
０
５
６
７（
６
８
）８
５
３
６

かっこ
い
い
農
業
を
目
指
し
て

発見！

みえ
de

2323

「
有
限
会
社 

木
曽
岬
農
業
セ
ン
タ
ー
」古
村 

精
康
さ
ん

桑
名
郡
木
曽
岬
町

こ
む
ら

せ
い
こ
う

生育を確認する古村代表

田植え作業に向けて準備を行う

精米作業を行う
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米
農
家
の
兄
妹
が
経
営
す
る「
農
家
カ

フ
ェ 

ｉ
ｐ
ｐ
ｏ
ｎ
ｇ
ｉ
」は
、農
薬
を
使
用

せ
ず
に
栽
培
し
た
作
物
を
杉
本
郁
恵
さ
ん

が
調
理
し
提
供
し
て
い
ま
す
。杉
本
憲
洋

さ
ん（
３５
）は
、「
自
分
た
ち
が
育
て
た
お
米

の
味
を
お
客
様
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
た

い
」と
話
し
ま
す
。

　
先
代
か
ら
農
薬
を
使
用
せ
ず
に
こ
だ

わ
っ
て
米
作
り
を
し
て
き
ま
し
た
。以
前
は

移
動
販
売
の
仕
事
を
し
て
い
た
憲
洋
さ
ん

で
し
た
が
、「
父
が
作
り
続
け
て
き
た
安
心

安
全
な
お
米
の
味
を
よ
り
多
く
の
方
に
気

軽
に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
」と
、郁
恵
さ
ん

の
大
学
卒
業
を
機
に
兄
妹
で
話
し
合
い
、

先
代
の
栽
培
方
法
を
受
け
継
ぎ
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
想
い
か
ら
、こ
だ
わ
り
の
お

米
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
カ
フ
ェ
と
、農
薬

を
使
用
し
な
い
野
菜
作
り
を
始
め
ま
し

た
。モ
ー
ニ
ン
グ
や
ラ
ン
チ
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、

お
米
に
合
う
お
か
ず
を
週
替
わ
り
で
郁
恵

さ
ん
が
考
え
て
い
ま
す
。　

　
白
米
と
し
て
お
米
の
味
を
楽
し
ん
で
も

ら
う
だ
け
で
な
く
、米
粉
の
キ
ッ
シ
ュ
や

キ
ャ
ラ
メ
ル
ア
ー
モ
ン
ド
の
玄
米
ポ
ン
菓

子
、玄
米
ラ
イ
ス
ミ
ル
ク
の
ア
イ
ス
な
ど

も
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、お
客
様
に
農
薬
を
使
用
し
な
い

お
米
や
野
菜
の
味
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
た

め
、農
繁
期
に
は
お
店
を
お
休
み
に
し
、農

作
業
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　
夏
に
は
お
客
様
の
声
を
受
け
て
、自
家

製
の
果
実
や
シ
ロ
ッ
プ
を
使
っ
た
か
き
氷

を
提
供
し
ま
し
た
。さ
ら
に
お
正
月
に
は

お
せ
ち
、節
分
に
は
恵
方
巻
き
を
販
売
す

る
な
ど
、季
節
ご
と
の
イ
ベ
ン
ト
も
企
画

し
て
い
ま
す
。

　「
今
後
は
2
月
か
ら
始
め
た
持
ち
帰
り

用
の
お
弁
当
販
売
に
力
を
入
れ
、水
稲
の

種
ま
き
か
ら
収
穫
ま
で
の
農
業
体
験
も
計

画
し
て
い
ま
す
」と
意
欲
的
に
話
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

「
農
家
カ
フ
ェ 

ｉｐ
ｐ
ｏｎｇ
ｉ
」

三
重
県
鈴
鹿
市
中
箕
田
１‐

２‐

６

☎
０
５
９（
３
８
５
）１
７
２
６

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.cafe-ippongi.com

「安心安全なお米を食べてもらいたいです」と話す憲洋さん

農薬、化学肥料を使用せず、丁寧に育てています

自
分
た
ち
で
育
て
た
お
米
を
使
用
し
た
お
弁
当
の
販
売
を

始
め
ま
し
た

（
お
に
ぎ
り
ラ
ン
チ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
５
０
０
円
な
ど
）

素
材
そ
の
ま
ま
の
味
を
活
か
し
た
農
家
カ
フェ

発見！

みえ
de

2424

「
農
家
カ
フ
ェ 

ｉ
ｐ
ｐ
ｏ
ｎ
ｇ
ｉ
」杉
本
　
憲
洋
さ
ん
・
郁
恵
さ
ん

鈴
鹿
市

す
ぎ
も
と

の
り
ひ
ろ

い
く
え

　平
成
31
年
2
月
12
日
、ホ
テ
ル 

ル
ポ
ー
ル
麹
町
で
平
成
30
年
度
農
業
共

済
新
聞
全
国
研
修
集
会
が
開
催
さ
れ
、表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　農
業
共
済
新
聞「
安
心
の
未
来
」拡
充
運
動
は
農
業
共
済
制
度
と
収
入

保
険
制
度
の
普
及・定
着
に
向
け
た
戦
略
的
な
広
報
活
動
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

　表
彰
は
、農
業
共
済
新
聞
普

及
部
数
の
伸
長
・
基
礎
組
織
の

完
全
購
読
並
び
に
収
入
保
険
対

象
農
業
者
の
購
読
等
で
顕
著
な

成
果
を
挙
げ
た
支
所
等
の
功
績

を
讃
え
る
も
の
で
、全
国
で
農
業

共
済
新
聞
普
及
優
秀
表
彰
の
最

優
秀
賞
3
県
、優
秀
賞
2
県
、収

入
保
険
対
象
者
等
普
及
優
秀
表

彰
1
県
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　こ
れ
を
励
み
に
、購
読
い
た
だ

い
て
い
る
方
々
の
要
望
に
応
え
、

紙
面
の
充
実
に
努
め
、よ
り
良
い

情
報
提
供
の
新
聞
と
し
て
、普

及
推
進
に
今
後
も
力
を
入
れ
て

い
き
ま
す
。

　
三
重
県
農
業
共
済
組
合
の

機
構
改
革
に
伴
い
、紀
北
連

絡
所（
紀
北
町
役
場
海
山
総

合
支
所
内
）を
平
成
31
年
3

月
31
日
を
も
ち
ま
し
て
廃
止

し
ま
し
た
。

　
今
後
も
農
家
サ
ー
ビ
ス
が

低
下
し
な
い
よ
う
努
力
致
し

ま
す
の
で
、ご
理
解
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
今
後
の
連
絡
先
は

　こ
ち
ら
へ

　
三
重
県
農
業
共
済
組
合 

　
東
紀
州
支
所

　
熊
野
市
井
戸
町
４
５
０‒

１

　
☎
０
５
９
７（
８
５
）３
８
２
１

紀
北
連
絡
所
廃
止

「
安
心
の
未
来
」拡
充
運
動

　

 

　表
彰
を
受
け
ま
し
た
!

農
業
共
済
新
聞
普
及
優
秀
表
彰

　
最
優
秀
賞

　
　
　
三
重
県
農
業
共
済
組
合 

三
泗
鈴
亀
支
所

収
入
保
険
対
象
者
等
普
及
優
秀
表
彰

　
　
　
三
重
県
農
業
共
済
組
合 

東
紀
州
支
所

営農と暮らしのヒントを毎週お届け

購読を希望される方は、氏名、郵便番号、住所、電話番号を記入の上
E-mail: info@nosaimie.or.jp または FAX（059）224-1794 まで
お申込みください。さらに詳しくは左記QRコードでご確認ください。

毎週 水曜日（月4回）発　行 年間 4,680円（税込）購読料

申込み

　農業共済新聞は農業専門紙として「農家に学び、農家に返す」を編集の
基本方針として、営農と暮らしに役立つ情報を提供する週刊紙です。
　農政や農業保険事業（収入保険及び農業共済）をめぐる動き、暮らし、営農
技術、農産物流通、農業資材など幅広い分野を網羅しています。

2ヶ月間無料！！
試し読み

キャンペーン
実施中！

農
業
共
済

新

　
　聞

表彰を受ける三重県農業共済組合・和田参事

広報紙裏面、お近くの支
所にお申込みいただいて
も結構です。
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ｐ
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ｇ
ｉ
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憲
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。
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週
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り
で
郁
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ま
す
。　

　
白
米
と
し
て
お
米
の
味
を
楽
し
ん
で
も

ら
う
だ
け
で
な
く
、米
粉
の
キ
ッ
シ
ュ
や

キ
ャ
ラ
メ
ル
ア
ー
モ
ン
ド
の
玄
米
ポ
ン
菓

子
、玄
米
ラ
イ
ス
ミ
ル
ク
の
ア
イ
ス
な
ど

も
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、お
客
様
に
農
薬
を
使
用
し
な
い

お
米
や
野
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の
味
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
た

め
、農
繁
期
に
は
お
店
を
お
休
み
に
し
、農

作
業
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　
夏
に
は
お
客
様
の
声
を
受
け
て
、自
家

製
の
果
実
や
シ
ロ
ッ
プ
を
使
っ
た
か
き
氷

を
提
供
し
ま
し
た
。さ
ら
に
お
正
月
に
は

お
せ
ち
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分
に
は
恵
方
巻
き
を
販
売
す

る
な
ど
、季
節
ご
と
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イ
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ト
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企
画

し
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ま
す
。

　「
今
後
は
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た
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り
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の
お
弁
当
販
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に
力
を
入
れ
、水
稲
の

種
ま
き
か
ら
収
穫
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で
の
農
業
体
験
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計

画
し
て
い
ま
す
」と
意
欲
的
に
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し
ま
す
。

●
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問
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先

「
農
家
カ
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ｐ
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ｉ
」
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鈴
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市
中
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田
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０
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３
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５
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６

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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w

w
.cafe-ippongi.com

「安心安全なお米を食べてもらいたいです」と話す憲洋さん

農薬、化学肥料を使用せず、丁寧に育てています

自
分
た
ち
で
育
て
た
お
米
を
使
用
し
た
お
弁
当
の
販
売
を

始
め
ま
し
た

（
お
に
ぎ
り
ラ
ン
チ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
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０
０
円
な
ど
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素
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そ
の
ま
ま
の
味
を
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し
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農
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de
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ｐ
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ｇ
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市

す
ぎ
も
と

の
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ひ
ろ
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え
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成
31
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12
日
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テ
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ル
ポ
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ル
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町
で
平
成
30
年
度
農
業
共

済
新
聞
全
国
研
修
集
会
が
開
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れ
、表
彰
を
受
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ま
し
た
。
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業
共
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新
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の
未
来
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充
運
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。
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彰
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数
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・
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織
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購
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収
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等
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績
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3
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賞
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、収

入
保
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対
象
者
等
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秀
表

彰
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が
受
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し
ま
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た
。

　こ
れ
を
励
み
に
、購
読
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だ
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。
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。
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。
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パ
ス
タ
風
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ

白
菜 

半
分

明
太
子 

適
宜

粉
チ
ー
ズ 

大
さ
じ
１

生
ク
リ
ー
ム 

１
０
０ｃｃ

塩
・こ
し
ょ
う 

適
量

ニ
ン
ニ
ク 

２
片

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル 

適
量

松尾 由美子さん松尾 由美子さん
お問い合わせ先

大門 手打ち蕎麦 レフティ
☎059-246-9633

おうちでごはん 簡単レシピパスタ風

＆

①
配
属
先
　
②
出
身
地

③
趣
味
・
特
技
　
④
抱
負

新
人
職
員 

紹
介

作
り
方

作
り
方

①
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
き

れ
い
に
洗
っ
て
ハ
カ

マ
を
取
り
、下
の
方

の
皮
を
剥
く
。

②
食
べ
や
す
い
形
に
整

え
、ち
く
わ
の
中
に

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
入

れ
た
状
態
で
水
で

溶
い
た
天
ぷ
ら
粉
に

つ
け
て
揚
げ
る
。

③
最
後
に
塩
・
こ
し
ょ

う
を
添
え
て
で
き

あ
が
り
。

ア
ス
パ
ラ
の

ち
く
わ
巻
天
ぷ
ら

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス 

３
本

ち
く
わ 

３
本

天
ぷ
ら
粉 

適
量

塩
・こ
し
ょ
う 

適
量

各材料２人分

①
白
菜
の
芯
部
分
を
お
お
よ
そ

１
㎝
の
細
切
り
に
す
る
。そ
の

他
の
部
分
は
食
べ
や
す
い
大
き

さ
に
切
る
。

②
生
ク
リ
ー
ム
に
明
太
子
を
入

れ
て
か
き
混
ぜ
て
お
く
。

③
フ
ラ
イ
パ
ン
を
温
め
オ
リ
ー
ブ

オ
イ
ル
を
入
れ
、ニ
ン
ニ
ク
を
焦

げ
な
い
よ
う
に
弱
火
で
炒
め
、

香
り
が
立
っ
た
ら
強
火
に
し
て

白
菜
を
炒
め
る
。

④
塩
・
こ
し
ょ
う
を
し
て
白
菜
が

し
ん
な
り
し
た
ら
明
太
子
入

り
生
ク
リ
ー
ム
と
粉
チ
ー
ズ
を

入
れ
混
ぜ
る
。

⑤
お
皿
に
移
し
て
で
き
あ
が
り
。

阪
本
　
啓
太

さ
か
も
と

　
　

 

け
い  

た

小
谷
　
健
太

こ  

た
に

　
　

 
け
ん 

た

①
本
所
・
企
画
収
入
保
険
課

②
津
市

③
週
1
回
程
度
プ
ー
ル
で
泳
ぐ
こ
と
で
す
。

④
農
業
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
勉
強
を

　し
て
、農
家
の
皆
様
の
役
に
立
て
る
よ

　う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

坂
　
誠
弥

さ
か

　
　の
ぶ  

や

①
本
所
・
事
業
一
課

②
南
牟
婁
郡
紀
宝
町

③
バ
イ
ク
に
乗
っ
て
山
や
川
に
行
く
こ
と

　で
す
。

④
農
家
の
皆
様
が
安
心
し
て
農
業
に
打
ち

　込
め
る
よ
う
に
自
分
が
で
き
る
こ
と
に

　取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

①
本
所
・
総
務
課

②
津
市

③
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
す
る
こ
と
で
す
。

④
農
家
の
方
々
と
協
力
し
、農
業
共
済
を

　通
し
て
日
本
の
農
業
に
貢
献
し
て
い
き

　た
い
で
す
。
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前回の答え 応募数452通 たくさんのご応募
ありがとうございました！地域イ ンデックス方式

三
重
県
農
業
共
済
組
合

企
画
収
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保
険
課
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0
5
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）5
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5

発
行

編
集

2
019

.5

N
o. 0

0
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.nosaim

ie.or.jp/

〒511-0902
〒510-1233
〒514-2113
〒519-2181
〒516-0804
〒518-0825
〒519-4324
〒514-0003

桑名市松ノ木4-7-89
三重郡菰野町菰野2255-1
津市美里町三郷48-1
多気郡多気町相可1687-4
伊勢市御薗町長屋1221
伊賀市小田町1380-1
熊野市井戸町450-1
津市桜橋1-649　　　　

☎ 0594（33）1117
☎ 059（327）5900
☎ 059（279）8210
☎ 0598（38）3331
☎ 0596（28）3350
☎ 0595（24）2501
☎ 0597（85）3821
☎ 059（228）6282

NOSAI三重 本所

お 問 い 合 わ せ

〒514-0003
津市桜橋1-649
☎059（228）5135 

桑 員 支 所
三 泗 鈴 亀 支 所
津 支 所
松 阪 飯 多 支 所
伊 勢 地 域 支 所
伊 賀 名 張 支 所
東 紀 州 支 所
家 畜 診 療 所

●
い
ろ
い
ろ
な
料
理
、簡
単
な
レ
シ
ピ
、ま
た

載
せ
て
く
だ
さ
い
。

〔
亀
山
市 

男
性
〕

●「
道
の
駅
農
園
」感
動
し
ま
し
た
。私
た
ち

の
地
域
で
も
、後
継
者
不
足
、獣
害
に
よ
っ

て
困
っ
て
い
ま
す
。若
者
の
力
が
必
要
だ
と

つ
く
づ
く
思
い
ま
し
た
。〔

志
摩
市 

女
性
〕

●
自
然
災
害
で
家
屋
が
被
害
に
遭
っ
た
際
、

迅
速
な
対
応
を
し
て
頂
き
感
謝
し
て
い
ま

す
。こ
れ
か
ら
も
地
域
に
根
差
し
た
共
済

で
あ
り
続
け
て
く
だ
さ
い
。

〔
い
な
べ
市 

男
性
〕

●
第
８
号
は
気
持
ち
を
ひ
き
し
め
、新
年
を

迎
え
る
為
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
満
載
の
充

実
し
た
内
容
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。「
備
え

の
種
を
ま
こ
う
」の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は「
ま

か
ぬ
種
は
は
え
ぬ
」の
教
え
を
感
じ
さ
せ
て

く
れ
ま
す
ね
。今
後
も
冊
子
を
楽
し
み
に

し
て
お
り
ま
す
。

〔
い
な
べ
市 

女
性
〕

●
み
え
ｄｅ
発
見
、地
元
が
出
て
い
る
と
な
ん

だ
か
ホ
ッ
と
し
ま
す
。お
い
し
か
バ
ー
ガ
ー
、

シ
カ
の
臭
み
も
な
く
お
い
し
い
で
す
よ
！

〔
多
気
郡
大
台
町 

男
性
〕

　今回のノーサイくんは、度会郡大紀町にある家畜農家さんの所におじゃましてきました。牛の体調管理を徹底されており、
今後の牛の成長に期待です。
　新年度が始まり１ヶ月が経過しました。季節も変わり、少しずつ暖かくなってきました。日ごろの疲れがたまらないように
適度な運動や日々の食事でケアしていきましょう。

編
集
後
記

ＮＯＳＡ
Ｉ

ク イ ズ！！

○○○○共済
　　

5月31日
1.クイズの答え

2.郵便番号

3.住所

4.氏名

5.電話番号

6.ご意見・ご感想

5 1 4 0 0 0 362 当日消印有効
　
は
が
き
に
、右
記
の
事
項
を
必
ず
ご
記
入

の
う
え
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

津
市
桜
橋
１-

６
４
９

三
重
県
農
業
共
済
組
合 

行

※当選者の発表は、賞品の発送をもっ
て代えさせていただきます。

　　なお、応募いただきました個人情
報は、当選者の抽選、発送以外には
使用致しません。

期間中に飼養を計画し
ているすべての家畜を引
受する共済は何でしょう？
（満了時点で掛金等の
調整を行う）

クイズに正解された方の中から抽選で

お茶セット（川原製茶）を
プレゼント
10名様

応募方法 ＆ 応募締切


